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資料１ 

バイオディーゼル燃料取組実態調査の概要（平成20年度実績） 

 調査対象事業体 

・バイオディーゼル燃料原料の回収・購入、バイオディーゼル燃料の製造、利用に取り

組んでいる全国バイオディーゼル燃料利用推進協議会会員及び会員の傘下団体 

・バイオディーゼル燃料施策・事業に取り組んでいる市区町村 

・その他バイオディーゼルに取り組んでいる事業者等 

 

 調査対象期間 

 ・平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日における実績 

    （調査時期：平成 21 年７～８月） 

  

 調査実施者 

 ・全国バイオディーゼル燃料利用推進協議会 

   バイオディーゼル燃料の取組主体の組織 

   平成 20 年度実績のある 118 事業者から回答があった。 

 

組織 事業者数 割合(％) 

ＮＰＯ法人 5 4.2 

民間企業 47 39.8 

地方自治体 57 48.3 

社会福祉法人 4 3.4 

その他 5 4.2 

計 118 100.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイオディーゼル燃料の取組主体の組織 
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取組形態 

 

バイオディーゼル燃料原料の種類 

「廃食用油」の利用が圧倒的に多い（96 事業者中 94）。 
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  製造量と製造コスト 

①造量：6,949ｋℓ（該当事業者 66/平均 105ｋℓ） 

②造率：89.2％（該当事業者 65 相加平均） 

   ・原料から製造したバイオディーゼル燃料数量の割合 

  ③製造コスト：117.6 円／ℓ（回答 56 事業者平均）） 

 

  バイオディーゼル燃料製造量の規模（年間） 

規模としては年間 10～50kℓ が多く、100kℓ を超える中規模以上の事業体は目標に対

して実績は少なめであった。 
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  協議会活動に対する要望 

   事業者からの要望 

・税制の見直し 

・燃料品質の確認（分析費用の軽減策など） 

・バイオディーゼル燃料に関する情報提供や相談・コンサルティングを挙げる事業

者が多く、原料確保に関する要望も多かった。 

 

 

(％)

54.5
50.9 50

34.5
31.8 31.8 30 29.1

15.5

7.3

0

20

40

60

税

制

の

見

直

燃

料

品

質

確

認

の

た

め

の

検

査

費

用

軽

減

策

バ

イ

オ

デ

ィ

ー

ゼ

ル

燃

料

に

関

す

る

情

報

提

供

バ

イ

オ

デ

ィ

ー

ゼ

ル

燃

料

に

係

る

ア

ド

バ

イ

ス

や

ト

ラ

ブ

ル

相

談

な

ど

の

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

廃

食

用

油

は

回

収

コ

ス

ト

が

問

題

で

あ

り

、

効

率

的

な

回

収

方

法

燃

料

品

質

の

分

析

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

を

的

確

に

運

用

す

る

た

め

の

「

運

用

指

針

」

の

作

成

認

証

制

度

や

認

証

マ

ー

ク

の

創

設

廃

食

用

油

以

外

の

原

料

確

保

拡

大

の

方

策

そ

の

他



 

 資-5

資料２ 

バイオディーゼル燃料（BDF）製造技術の評価 

 

１．BDF 変換技術の概要 

 1）アルカリ触媒法 

アルカリ触媒法は、原料となるトリグリセライドとメタノールを、水酸化カリウム

などのアルカリ触媒を用いてエステル変換を行うものである。比較的緩やかな反応条

件であり、反応速度も速い。基本的なプロセスは簡易であるが、実際にはアルカリ触

媒を用いているため、原料の前処理、製品の中和・洗浄及び洗浄水の浄化、副生成物

の分離精製工程が必要となる。 

油脂中に含まれる遊離脂肪酸はアルカリセッケンを生成するため除去処理が必要と

なるが、この遊離脂肪酸を、あらかじめ酸触媒を用いて処理するなど、前処理技術も

重要となる。 

また、アルカリ触媒法は基本プロセスが簡易であるため、商業向けに安易に装置を

簡略化することで、収率や質の低下を招く事態が懸念される。今後の課題は環境負荷

低減と質の維持である。 

 

 2）固体触媒法 

固体触媒法とは、触媒に繊維金属や複合酸化物を利用したもので、副生成物の低減

や反応後の触媒分離が容易になるなどの利点が挙げられる。また、アルカリ触媒法で

は処理が困難であった廃食用油や牛脂など、浮遊脂肪酸の多い油脂に対しても高い活

性を持つのが特徴である。使われる触媒がアルカリ触媒に比べ高価であったり、触媒

の活性維持が問題とされる場合もあるが、酸化カルシウムなど比較的安価で汎用的な

触媒による実施例もある。 

 

 3）酵素法 

酵素法は、主に微生物由来のリパーゼを利用するもので、基本的には油脂とメタノ

ールにリパーゼを添加し、撹拌することでエステル反応を進行させる。反応条件が穏

やかであり、触媒回収やセッケン除去の必要が無い。しかし、菌種より異なるが、水

やエタノール、リン脂質など共存物質の影響により酵素の活性を失うことがある。ま

た、大量のリパーゼが必要であり、これがコスト高の一因となっている。 

 

  4）超臨界法 

超臨界法は、触媒を一切使用せず、超臨界状態のメタノールを用いることで、エス

テル交換反応を行うものである。反応後に触媒回収の必要が無く、遊離脂肪酸もエス
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テル反応が起こるためアルカリセッケン除去の必要もない。初期の段階では高温、高

圧(350℃、20～50MPa)となるため、反応装置の耐熱性や、FAME の熱変性の問題があっ

たが、これを改良した二段法なども考案されている。 

 

２．エネルギー収支分析 

BDF の変換技術において、より環境負荷の低い手法、つまり廃棄物の排出が少なく

エネルギーコストの低い手法が望ましく、そうした観点から変換手法を評価する必要

がある。ここでは代表的な変換技術である「アルカリ触媒法」「固体触媒法」「酵素法」

を対象に、エネルギー収支の観点から比較実験を試行した。なお、「超臨界法」につい

ては、特殊な高圧試験装置を用いての反応であるため除外した。 

エネルギー評価の指標として EPR（エネルギー・プロフィット・レシオ）の概念を

導入した。これはエネルギー資源としての質を示す数値で、回収エネルギー量/投入エ

ネルギー量で与えられる。バイオディーゼル製造について考える場合には、バイオマ

スの生産から廃棄処理まで、全工程における投入エネルギーをカウントし、取り出せ

るエネルギーとの比率からエネルギーの質を判断するのが望ましい。しかし、ここで

は変換技術のみについてエネルギー的な優位性を判断することを目的に、評価の視点

を植物油脂とし、廃棄物処理を含めた FAME 製造に要する投入エネルギー量と、取り出

せるエネルギー量から変換に係る EPR を算出した 
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  ３．EPR を算出 

  1）アルカリ触媒法 

アルカリ触媒法については国内で販売実績の高いセベック者の方式に則して実施し

た。なお、実験室規模の製造とし、市販のナタネ油 100g からの BDF 変換を対象とした 

 

物質収支（アルカリ触媒法） 

（投入物質）  

 ナタネ油 100.15g 

 メタノール 24.11g 

 水酸化カリウム 0.56g 

 精製水 82.16g 

 塩酸 0.15g 

   

（生成物質）  

 脂肪酸メチルエステル 95.31g 

 回収メタノール 5.04g 

 グリセリン他 17.32g 

 排水他 89.46g 

収率 95.2％ 

 

アルカリ触媒法に係る投入エネルギー 

 エネルギー原単位 投入エネルギー 

投入原料  170kcal 

 メタノール 4,750cal/g 110kcal 

 水酸化カリウム 3,260cal/g 1.8kcal 

 塩酸 1,370cal/g 0.21kcal 

 精製水 10cal/g 50.0kcal 

 水道水 10cal/g 0.80kcal 

電力量 860cal/g 260kcal 

実験器具  9.8＊10-6kcal 

投入エネルギー合計 430kcal 

 

アルカリ触媒法に係る投入エネルギー 

 エネルギー原単位 投入エネルギー 

FAME 9,540cal/g 910kcal 

メタノール 4,750cal/g 24kcal 

水道水 2cal/g 12kcal 

廃グリセリン -1,560cal/g -27kcal 

廃洗浄水 -1,560cal/g -130kcal 

投入エネルギー合計 790kcal 
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  2）固体触媒法 

固体触媒法についてはＣａＯ触媒に鉄鋼用生石灰を使用し、実施した。 

 

物質収支（固体触媒法） 

（投入物質）  

 ナタネ油 100.72g 

 メタノール 30.15g 

 酸化カルシウム 35.44g 

 活性白土 8.45g 

   

（生成物質）  

 脂肪酸メチルエステル 91.59g 

 回収メタノール 18.81g 

 グリセリン他 12.99g 

 回収酸化カルシウム 35.79g 

 回収活性白土＋不純物 15.58g 

収率 90.9％ 

 

 

固体触媒法に係る投入エネルギー 

 エネルギー原単位 投入エネルギー 

投入原料  480kcal 

 メタノール 4,750cal/g 140kcal 

 酸化カルシウム 7,976cal/g 280kcal 

 活性白土（砕石） 20cal/g 0.17kcal 

 水道水 10cal/g 50kcal 

電力量 860cal/g 92kcal 

実験器具  6.8＊10-6kcal 

投入エネルギー合計 430kcal 

 

 

 

固体触媒法に係る投入エネルギー 

 エネルギー原単位 投入エネルギー 

FAME 9,540cal/g 870kcal 

メタノール 4,750cal/g 89kcal 

水道水 2cal/g 12kcal 

酸化カルシウム 7,946cal/g 280kcal 

グリセリン 5,975cal/g 54kcal 

廃活性白土他 -1,560cal/g -24kcal 

投入エネルギー合計 1,300kcal 
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  3）酵素法 

 

 

物質収支（酵素法） 

（投入物質）  

 ナタネ油 100.0g 

 メタノール 16.5g 

 リパーゼ酵素 4.0g 

   

（生成物質）  

 脂肪酸メチルエステル 96.0g 

 回収メタノール 3.5g 

 グリセリン他 9.0g 

 回収酵素 8.0g 

収率 96.0％ 

 

 

酵素法に係る投入エネルギー 

 エネルギー原単位 投入エネルギー 

投入原料  130kcal 

 メタノール 4,750cal/g 78kcal 

 リパーゼ酵素 0cal/g 0kcal 

 水道水 10cal/g 50kcal 

電力量 860cal/g 760kcal 

実験器具  79＊10-6kcal 

投入エネルギー合計 890kcal 

 

 

 

酵素法に係る投入エネルギー 

 エネルギー原単位 投入エネルギー 

FAME 9,540cal/g 920kcal 

メタノール 4,750cal/g 16kcal 

水道水 2cal/g 12kcal 

グリセリン 5,975cal/g 54kcal 

廃酵素 -1,560cal/g -13kcal 

投入エネルギー合計 1,300kcal 
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 ４．BDF 製造技術の EPR 評価 

代表的な BDF 製造法であるアルカリ触媒法、固体（CaO）触媒法、酵素法について

EPR 評価を行った。その結果、エネルギー収益の序列は、固体触媒法（EPR=2.3）＞ア

ルカリ触媒法（EPR=1.8）＞ 酵素法（EPR<1.1）となった（表）。アルカリ触媒法では、

サーマルリサイクルの難しいグリセリンの生成や大量のアルカリ排水処理のために

EPR が低く見積もられた。また、酵素法は 40℃加温での長時間反応から電力消費量が

増大し、EPR が低い値となった。固体触媒法で最も負荷の高いファクターは触媒製造

時のエネルギーコストであり、高効率化を図る上での改善項目と言える。 

 

 ５．ディーゼル製造技術の課題 

「アルカリ触媒法（KOH）」、「固体触媒法（CaO）」、「酵素法（リパーゼ粉体）」につい

て実験室規模での製造工程に限定した EPR 評価を行った結果、「固体触媒法」が最も

EPR 値の高い手法との結論を得た。これは原料コストや環境負荷等を総合的に考慮し

たエネルギー収支の優位性と判断できる。収率のみを比較すると「固体触媒法」では

90％程度であり、他の手法より劣る。反応時間等、合成条件の最適化を図る必要があ

る。また、入力パラメータの中で EPR 値の高い部分は、触媒由来のエネルギーである。

各手法の改善点を特徴等とあわせ表にまとめた。 

 

変換技術の比較 

 

 アルカリ触媒法 固体触媒法 酵素法 

触媒 KOH CaO リパーゼ 

特徴 ・反応時間が短い 

・反応条件が緩慢 

・反応条件が緩慢 

・環境負荷が低い 

・反応条件が緩慢 

・反応時間が長い 

・環境負荷が低い 

EPR 1.8 2.3 ＜1.1 

改善点 ・アルカリ排水処理 

・グリセリンの精製 

・触媒製造時のエネルギ

ーコスト低減 

・運転コスト低減 

・触媒製造時のエネルギ

ーコスト低減 

  資料財団法人 電力中央研究所 平成 21 年７月 
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資料３ 

農業機械化フォーラム２００９ 

「地産地消型バイオディーゼル燃料農業機械利用産地モデル確立事業 全国検討会」 

 

内 容：テーマ「Ｂ.Ｄ.Ｆ.農業機械利用産地モデルの確立を目指して―Ｂ.Ｄ.Ｆ.の製造・

品質と農業機械利用を考える―」 

第１部：事業実施地区及び先進事例報告 

１）事業実施地区報告 

（１）熊本県山都町有機農業協議会 

  「地産地消型バイオディーゼル燃料農業利用産地モデル確立事業」 

①低コストによるナタネの生産の実証試験および付加価値に高いナタネ油の生産体制

の整備 

②地産地消として生産したナタネ油の地元への供給・販売体制および廃食用油の回収と

BDF 製造供給体制の整備 

③農業機械の利用における省エネルギー及び BDF の長期安定利活用による燃油使用量の

削減 

（２）栃木県宇都宮市菜の花プロジェクト推進協議会 

 「うつのみや菜の花プロジェクト」 

５戸の認定農業者がキラリボシを 0.8ｈａの水田で作付け 

収穫は汎用型コンバインでの刈り取り 

廃食用油の回収は、福祉団体が 51 ヶ所から回収 

廃食油回収量 21,027L 

ＢＤＦ生産量 18,400L 

ＢＤＦの利活用はトラクター 

 

２）先進地報告 

（１）兵庫県あわじ菜の花エコプロジェクト推進会議 

淡路はもともと菜の花には縁がある 

平成 14 年 9 月 17 日：あわじ菜の花エコプロジェクト推進会議を設置 

五色町・東浦町をモデル地区として事業展開することを決定 

平成 15 年 3 月   ：五色町,東浦町で BDF 精製プラントが設置 

菜の花栽培→ナタネ油→廃食油→BDF 

 

（２）現地調査等報告（主に先進事例２年目調査より） 

第２部：講演 
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１） 菜種の収穫・乾燥調製・搾油技術とストレートバージンオイルの燃料利用技術研究 

（澁谷幸憲 東北農業研究センター寒冷地バイオマス研究チーム主任研究員） 

農家の農耕用エネルギー燃料に再生可能エネルギーを利用した農業への移行 

遊休農地、耕作放棄地からエネルギー作物の生産 

ナタネ収穫にコンバインの利用 

ベルトコンベアを利用した種の選別 

農耕用エネルギーの自給 

 

２） バイオディーゼル燃料の品質と農業機械の運転性能 

（清水一史 生物系特定産業技術研究支援センター評価試験部原動機第２試験室長） 

バイオディーゼル燃料の性状 製造書によって質に差がある。 

ＢＤＦ使用時のトラクタの性能 

残留メタノールがある場合のトラクタの性能 

ＢＤＦ長期使用によるトラクタへの影響 

 

第３部：パネルディスカッション 

―バイオディーゼル燃料製造・品質と農業機械利用― 

（パネラー：澁澤 栄 東京農工大学大学院農業環境工学教授、清水一史 生物系特定産業技

術研究支援センター評価試験部原動機第２試験室長、飯嶋 渡 中央農業総合研究センター

バイオマス資源循環研究チーム主任研究員） 

ＢＤＦの性状は同一事業所であってもバラツキが出る 

ＢＤＦの精製は本来高度な工業プロセスのはずである 

会場アンケート 

ＢＤＦは今後誰が引っ張っていくのか 

ＢＤＦの品質は原料の安定性 

ＢＤＦ［の検査項目 

第４部：特別講演「バイオディーゼル燃料で地球一周―世界のＢ.Ｄ.Ｆ.事情―」 

（山田周生 バイオディーゼルアドベンチャー） 

ＢＤＦを用いて世界一周。ヨーロッパやアメリカでは比較的ＢＤＦを自家生産し

ている人が多い。 

ＢＤＦ精製装置を搭載した車両。 

 

                                以 上 
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資料４ 
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資料５  

廃油回収依頼 記録 

訪問先 西淀川こどもセンター 

住所 西淀川区御幣島 6-9 御幣島住宅 3 号棟 101 号 

構成員 － 

日時 11 月 11 日（水） 

のぼり  ポール   ポスター(団体名記入)

３枚 

ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー   廃油回収ボトル   ２本 

ポリタンク１つセット  ２つセット 呼びかけチラシ 

渡した

ツール 

その他       

決定  

備考 のぼり、ポール、チラシは配布済み 

１） 環境問題や公害に対する考え 

 － 
２） 実施に対する考え 

 地域をつなぐ・生活と子どもセンターの活動をつなぐ・顔つなぎができる～というこ

とで取り組んでいる。リヤカーで地域を回って集めたいと思っていた。 
 子育て終わった人など、いっしょに動いていない人との結びつきができるきっかけに

なる。 
 子ども達が出会うエコ活動として 
３） 回収拠点の課題・今後について 

 回収ボトルはもう一つ。べたべたイヤ、入っていた容器で持っていくので、容器も引

き取って欲しい。 
４） 廃油回収協力者 

 回収するところがあれば、油を使った料理もしてみよう、使う気にもなる。 
５） 設置場所・必要ツール 

 紙芝居や絵本～天ぷら油を捨てるのではなく、バスがはしるなんてステキ。子どもに

とっては、天ぷら油とバスが結びつく・イメージが繋がることが大事。 
６） 廃油回収仕組みづくりへの意見 

 回収日を決めるとややこしい。 
 ノボリは良かった。でも大きいのがちょっと…ウチのノボリより大きいので… 
 カードにスタンプ押すだけでは細やかな対応ができない。ゴミ袋のひとつでももらう

方がよい。 
●絵本紹介：ちきゅうのためにできる１０のこと（チャイルド本社） 

      森の木／川端誠 

■中外・あおぞら財団より 

 － 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 大阪府立淀中学校 

住所 淀川区大和田 6 丁目 13 番 6 号 

構成員 － 

日時 11 月 11 日（水） 

のぼり  ２

本 

ポール   ２

本 

ポスター (団体名記入 )

３枚 

ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー   廃油回収ボトル   ２本 

ポ リ タ ン ク １ つ セ ッ ト   ２ つ セ ッ ト

１つ 

呼びかけチラシ 10 枚 

渡した

ツール 

その他       

決定  

備考  

７） 環境問題や公害に対する考え 

 BDF になって自動車が走るって知らなかった。びっくり。 
 天ぷら油を集めている人、町や自治体があることを知って驚いた。 
 排気ガスも少なく、煙も出ない、CO2 がふえないのがいい。 
 食（家庭）でエコができることに感動した。ゴミから生まれる宝物だ。 
８） 実施に対する考え 

 ノボリはインパクトがある。 
９） 回収拠点の課題・今後について 

 インフル流行で全校集会が流れて、よびかけが足らなかったのか、２人から１．２リ

ットルしか集まらなかった。 
 ＢＤＦで動くバスを実際に見てもらう。活動しているところを見せるなど目に見える

ことが大事。 
 保護者向けチラシを付くって配布する。 
１０） 廃油回収協力者 

  
１１） 設置場所・必要ツール 

 生徒に知らせるため、わかってもらえるためのツールが欲しい。 
１２） 廃油回収仕組みづくりへの意見 

  
 

■中外・あおぞらより 

 この日参加した４人の生徒に、紙芝居づくりへの参加を呼びかけた。 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 柏里なかよし学童 

住所 柏里 

構成員 － 

日時 11 月 10 日（火） 

のぼり   ポール    ポスター(団体名記入)  ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー   廃油回収ボトル   １本 

ポリタンク１つセット  ２つセット 廃油回収ステーションチラシ 枚 

渡した

ツール 

その他       

決定 11 月 13 日の父母会で実施を決定。 

備考 10 月の学童保育所指導員会議で説明済み。今回の訪問は回収キットの説明と個別

相談。 

１） 環境問題や公害に対する考え 

 － 
２） 実施に対する考え 

 － 
３） 回収拠点の課題・今後について 

 父母にも賛同をしてもらう必要があるので、11 月 11 日の父母会を通したい。 
４） 廃油回収協力者 

 父母。１カ月に１回開催する父母会の時に回収をしたい。ただ世帯数が少なく集まる

か心配。 
 町会には入っていないが、地域の人とのつながりをつくるようにしている。地域の人

が子どもにおやつをもってきてくれることもある。いつもお世話になっているお礼に

年末のもちつき大会でもちを配る等をしている。 
 柏里商店街とのつながりはない。 
５） 設置場所・必要ツール 

 当初は、ポリタンク１つを玄関先に置くつもりだった。 
 鍵のついたケースに入っているので、軒先に２つセットを置く。 
６） 廃油回収仕組みづくりへの意見 

 拠点ごとの回収量を知ることができれば、はりあいがでるのではないか。回収量によ

り拠点にプレゼントをしてもよいのではないか。 
 スタンプカードを持ってくるのは親。 
 

■中外・あおぞら財団より 

 とりあえず３月までのお試しという形で設置してほしい。 
 問題を探る調査なので、不具合があったら伝えてほしい。 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 みどり保育園 

住所 西淀川区姫里 3-13-9 

構成員 － 

日時 11 月 20 日（金） 

のぼり  ポール   ポスター(団体名記入) ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー   廃油回収ボトル    

ポリタンク１つセット≪○≫  ２つセッ

ト   

呼びかけチラシ  

渡した

ツール 

*次回

渡す 

その他   みどり保育園の名前で保護者に回収の呼びかけ文を出す。 

決定 回収拠点として実施する。みどり保育園の名前で保護者に回収の呼びかけ文書を

渡す。 

備考  

１） 環境問題や公害に対する考え 

 － 
２） 実施に対する考え 

 － 
３） 回収拠点の課題・今後について 

 保護者に持ってきてもらうにしても、子どもや荷物を持っている。油はさらに荷物に

なるので持ってくるのは難しい。 
 保護者へ呼び掛けるにしても、みどり保育園から出すチラシが必要。→呼び掛け文の

チラシを作成し、奥村園長に確認してもらう。 
４） 廃油回収協力者 

 園で使った油は捨てている。園の油を回収することはできないのか。 
 保護者へ回収を呼び掛ける。 
５） 設置場所・必要ツール 

 玄関に置く。ポリタンク２つセットは大きいの

で、１つセット。 
６） 廃油回収仕組みづくりへの意見 

 － 
 

■中外・あおぞら財団より 

 － 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 木村幸雄氏 

菜の花プロジェクトみのお運営委員、大阪府立西淀川高校地域指導員、大阪府地

球温暖化防止活動推進員、大阪府認定環境コーディネーター、大阪市認証グリー

ンコーディネーター、環境保護団体なにわエコクラブ幹事 

住所 淀川区塚本 6－5－15 

構成員 － 

日時 11 月 10 日（火） 

のぼり ２

本 

ポール   ２

本 

ポスター(団体名記入)

３枚 

ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー   廃油回収ボトル   ２本 

ポリタン ク１つセ ット   ２つセッ ト

１つ 

呼びかけチラシ 10 枚 

渡した

ツール 

その他       

決定 廃油回収拠点として回収を実施。 

備考 塚本公園などでも菜の花栽培。 

１） 環境問題や公害に対する考え 

 － 
２） 実施に対する考え 

 菜の花プロジェクトみのおの運営委員をしている。箕面の活動でも廃油回収を実施し

たいという思いはあるが、菜の花栽培で手一杯。そこまで手が回らない。 
 菜の花栽培からＢＤＦ精製への流れをつくっていきたい。 
３） 回収拠点の課題・今後について 

 自治会の副会長をしている。まずは自分がやってみて、自宅周辺の地域で拡げたい。 
４） 廃油回収協力者 

 近所の人。回覧で案内をまわしたい。 
５） 設置場所・必要ツール 

 ポリタンク２つセット。旗２本とポスターを軒先に設置。 
６） 廃油回収仕組みづくりへの意見 

 － 
 

■中外・あおぞら財団より 

 － 



 

 資-58

 

廃油回収依頼 記録 

訪問先 濱田タバコ店 

住所 西淀川区佃 2 丁目 15-1 

構成員 － 

日時 12 月 25 日（金） 

のぼり １ ポール  １ ポスター (団体名記入 )

枚 

ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー ２ 廃油回収ボトル   ２ 本（小） 

ポリタンク１つセット ○ ２つセット 呼びかけチラシ 100 枚（後日渡す）

渡した

ツール 

その他 後日、濱田タバコから周りの人への廃食油回収ステーションよびかけチ

ラシを配布する。 

決定 週に１度、木曜日 廃油回収を実施 

備考  

１） 環境問題や公害に対する考え 

 － 
２） 実施に対する考え 

 － 

３） 回収拠点の課題・今後について 

 店の間口が狭いので、毎日置くのは大変。 
 週に１度、廃油回収をよびかけたい。 
 周りのマンション等へチラシを配り回収をよびかけたい。 
４） 廃油回収協力者 

 － 

５） 設置場所・必要ツール廃油回収仕組みづくりへの意見 

 － 

■中外・あおぞらより 

 － 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 西栄寺 

住所 西淀川区御幣島６-17 

構成員 － 

日時 11 月 20 日（金） 

のぼり ２

本 

ポール   ２

本 

ポスター(団体名記入)

枚 

ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー  

○(バイクに貼る) 

廃油回収ボトル    17 本 

ポリタンク１つセット  ２つセット 呼びかけチラシ ○ 

渡した

ツール 

*次回

渡す 

その他  

決定 拠点として回収をはじめる。回収ツールを揃えて持っていく。 

備考  

１） 環境問題や公害に対する考え 

 建物の柱が木材。木を使ったかわりに何かに貢献をしたい。 
 今、井戸を掘っている。花壇の水やりに使いたい。 
 地域活動には力を入れている。 
 「エコ寺院」として取り組んでいる。 
２） 実施に対する考え 

 ぜひ、取り組みたい。機動力として力になれたら良い。 
３）回収拠点の課題・今後について 

 油で汚れてしまうことが心配。 
 いつも寺院はあけている。回収はいつでも対応できるようにしたい。 
 油がこぼれて汚れることが心配。 
４） 廃油回収協力者 

 僧が１人５件程度、檀家にまわる。西淀川に 15 人、堺に７人いる。とりあえず西淀川

で僧が各家庭をまわる時に、回収を呼びかけたい。 
 ステッカーはオートバイなどに貼りたい。 
５） 設置場所・必要ツール 

 軒先に設置する。 
６） 廃油回収仕組みづくりへの意見 

 － 
７） その他 

 お盆の時など、ろうそくを並べて文字にして

いる。大野川緑陰道路にもろうそくで飾れた

ら良い。 
■中外・あおぞら財団より 

 － 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 特定非営利活動法人 げんきな郷（むら）訪問介護ステーションげんきな郷 

住所 西淀川区佃３丁目１８番１号 

構成員 ― 

日時 1 月 13 日（水） 

のぼり  ポール   ポスター (団体名記入 )

枚 

ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー   廃油回収ボトル    本（小） 

ポリタンク１つセット  ２つセット 呼びかけチラシ 

渡した

ツール 

その他       

決定 げんきな郷での廃油回収。詳細については別途相談。 

備考  

■あおぞら財団より 

 西淀川菜の花プロジェクトの動き、活動母体の西淀川 ESD の説明。 
 

■村上様(訪問介護ステーション げんきな村)より 

 佃地区はマンションが多い。キングマンション千舟（大阪市西淀川区佃 1 丁目）、千舟

リバーサイド（大阪市西淀川区佃 1 丁目）等。マンションの住民への町会への参加は

６割。 
 マンションの悩みとして、排水管の汚れがあげられる。廃油を流さず回収することで、

排水管を汚さないことを伝えればよいのではないか。 
 佃地区へのはたらきかけは、職位を配慮した方が良い。上の立場の人から話をする。 
 キングマンションは町会の松本さんへ話をしたら良い。松本さんは振興町会があって

よかったと言ってもらえる町会にしたいという志を持っている。 
 廃油回収をしてもらうかわりにマンション管理の勉強会などもあわせて開けたらよい

のではないか。 
 廃油回収が人と人がつながれるツールになることも話せば良い。 
 げんきな郷でも廃油回収はできるので協力する。 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 佃中学校 PTA（役員会での説明） 

住所 西淀川区佃 2 丁目１５番９３号 

構成員 PTA 役員会と佃中担当教員（会長は欠席のため、別途校長が連絡） 

日時 12 月 10 日（木） 

のぼり １ ポール   ポスター (団体名記入 )

枚 

ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー 20 廃油回収ボトル   １ 本（小） 

ポリタンク１つセット  ２つセット 呼びかけチラシ 20 枚 

渡した

ツール 

その他      廃油回収のお誘いメモを渡す 

決定  

備考  

１） 環境問題や公害に対する考え 

 － 
２） 実施に対する考え 

 － 
３） 回収拠点の課題・今後について 

 － 

４） 廃油回収協力者 

 － 

５） 設置場所・必要ツール 

 － 

６） 廃油回収仕組みづくりへの意見 

 － 
■中外・あおぞらより 

 西淀川高校を中心にした菜の花プロジェクトが、淀中学校でも生徒会を中心にして取

り組んでいることを説明。（以下、参考資料を参照） 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 佃第一・第二学童 

住所 西淀川区佃２丁目 １３ー８ 

構成員 →未 

日時 11 月 10 日（水） 

のぼり   ポール    ポスター(団体名記入)  ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー   廃油回収ボトル    

ポリタンク１つセット  ２つセット 廃油回収ステーションチラシ １

枚 

渡した

ツール 

その他       

決定 12 月第一土曜日の父母会で父母の賛同を得てから開始。 

備考 10 月の学童保育所指導員会議で説明済み。今回の訪問は回収キットの説明と個別

相談。 

１） 環境問題や公害に対する考え 

 － 
２） 実施に対する考え 

 地域にある学童保育所なので地域で役に立つ取り組みをしたい。 
 社会的に役立つことは子供にとり教育的に良いこと。 
 ぜひやってみたいと思っているが継続的な取り組みになる。 
 実施するからには目立つ形でできたら良い。 
３） 回収拠点の課題・今後について 

 父母にも賛同をしてもらう必要があるので、12 月の父母会を通したい。 
４） 廃油回収協力者 

 父母。地域の人。 
５） 設置場所・必要ツール 

 佃第二学童保育所の軒先に２つセットを置く。 
６） 廃油回収仕組みづくりへの意見 

 廃油を持ってくるのは父母。スタンプの景品は、父母が喜ぶものが良いのではないか。 
■中外・あおぞら財団より 

 とりあえず３月までのお試しという形で設置してほしい。 
 問題を探る調査なので、不具合があったら伝えてほしい。 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 かみの学童 

住所 西淀川区御幣島 6-11-46-103 

構成員 － 

日時 11 月 20 日（金） 

のぼり  ポール   ポスター(団体名記入)

枚 

ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー   廃油回収ボトル   １ 本（小） 

ポリタンク１つセット  ２つセット 呼びかけチラシ 

渡した

ツール 

その他       

決定 次回、父母会で相談。 

備考  

１）環境問題や公害に対する考え 

 － 
２）実施に対する考え 

３） 回収拠点の課題・今後について 

 置く場所が心配。かみの学童のある１階には商店が入っており夜間は無人になる。外

に置いておくと火事の原因になるのではないかと心配。 
 いつもあいているわけではない。外に遊びに行く時もある。誰もいない時に持ってき

てくれる人がいたら申し訳ない。 
 父母が廃油を持ってくるのは子どもの迎えのとき。お迎えの時間は、ばたばたしてい

るので指導員がどれだけ廃油回収に携われるか心配。 
 父母会が月に１回あるのでそこで相談をしたい。 
４） 廃油回収協力者 

 父兄 
５） 設置場所・必要ツール 

 外は心配なので玄関に置くことに

なる。 
 回収時間、曜日などを書いて、壁

面（シャッター）に貼り周囲に回

収を知らせたい。 
６） 廃油回収仕組みづくりへの意

見 

 － 
■中外・あおぞら財団より 

 － 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 いるか学童保育所 

住所 西淀川区千舟 3-9-31 

構成員 － 

日時 11 月 18 日（水） 

のぼり  ポール   ポスター(団体名記入)  ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー   廃油回収ボトル     

ポリタンク１つセット  ２つセット 呼びかけチラシ 

渡した

ツール 

その他       

決定  

備考 指導員会議で相談済み。西淀川総合福祉センターの４施設での実施を見越す。 

１） 環境問題や公害に対する考え 

  
２） 実施に対する考え 

 廃棄するものを活用するのは良いこと。 
３） 回収拠点の課題・今後について 

 廃油のことをよく知らなくて、料理してもあまり残らないから。 
 １２月中旬の父母会で説明する。学童だけでも、とりあえずやってみようかなと思う。 
 回収キットを届けてもらって、保護者にも見てもらいます。 
４） 廃油回収協力者 

 秦さん（西淀川高校）が父母によびかけて回収している。 
５） 設置場所・必要ツール 

 作業所や保育園とも協力していっしょに取り組めるようにした方が、回収キットの置

き場所も確保しやすい。法人理事会の了解も取り付けたい。 
６） 廃油回収仕組みづくりへの意見 

 － 
 

■中外・あおぞらより 

 回収キットを届ける。 
 ペットボトルの廃棄物が出るのを避けるために、再利用型回収ボトルを進めている。 
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廃油回収依頼 記録 

訪問先 佃連合新興町会（平田会長事務所） 

住所 西淀川区佃 1－19－4 

構成員 ― 

日時 1 月 13 日（水） 

のぼり  ポール   ポスター (団体名記入 )

枚 

ＦＡＸシート  

西淀川ＥＳＤステッカー   廃油回収ボトル    本（小） 

ポリタンク１つセット  ２つセット 呼びかけチラシ 

渡した

ツール 

その他       

決定 佃中学校に廃油回収のはたらきかけをする 

備考  

■あおぞら財団より 

 この間の廃油回収の動き、佃地区での動きを説明（佃中学校 PTA 役員会での説明、浜

田タバコで廃油回収を開始、元気な郷での廃油回収開始の決定）。 
 

■平田様より 

 中学校や今の佃の回収先を含め、廃油回収先を何か所か用意をする。そこへ日時を決

めて持っていくよう町会でよびかけることは可能。 
 まず中学校で廃油回収をはじめてもらう。そうしたら佃の町会によびかけたい。佃は

町会が組織化されているので廃油回収がはじまれば佃全体に知らせることができる。

環境衛生部という部署が中心になって行えれば良い。 
 佃地区社会福祉協議会の通信にも回収のお知らせを掲載できる。 
 油は危険物なのでその管理には注意しなくてはいけない。たとえ中学校で廃油回収が

はじまっても、中学生が学校に持っていくのは危険なのではないか。また、廃油を置

く場所にしてもだれが責任を持つかなども考慮しなくてはいけない。 
 廃油の処理に困っている人は多い。回収はみな待ち望んでいると思う。 

 




